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2021 年 5 月 31 日 

 

東京オリンピック・パラリンピック競技大会の選手および関係者に対する 

新型コロナワクチンの接種に関する日本ワクチン学会の見解 

 

新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19）の流行により 1 年間延期された東京オリ

ンピック・パラリンピック競技大会（以下、東京 2020）の開幕が、2021 年 7 月 23 日に予

定されています。 

ホスト国であるわが国は COVID-19 の流行の制御を目指す努力を継続しており、同様に

COVID-19 と対峙する世界の国々から選手および関係者が入国する機会となります。この

COVID-19 の流行への対策の柱の一つとして、新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）に対す

るワクチン（以下、新型コロナワクチン）の接種が国内外で進められています。 

東京 2020 の選手および関係者に対する新型コロナワクチンの接種につき、日本ワクチン

学会として以下のように見解をまとめました。 

 

① 東京 2020 は、オリンピックとパラリンピックを合わせて、日本の選手およびチーム役

員が推計で約 1,500 人、海外から参加する見込みの大会関係者が約 7.8 万人 1)、選手お

よびチーム役員は約 2.8 万人という大きな国際大会です。前回 2016 年のブラジル・リ

オデジャネイロでのオリンピック・パラリンピック競技大会前に発生したジカウイルス

感染症の流行は記憶に新しいところです 2)。2015 年に山口県で開催された世界スカウト

ジャンボリーでは、髄膜炎菌感染症の発生が見られました 3)。これらは、国際的マスギ

ャザリングにおける感染症の発生に対する備えの重要性を再認識させられた事例です。 

 

② 本学会も名を連ねる予防接種推進専門協議会では、安心して国際的なイベントが国内で

開催できる環境を整えていくために、国際的マスギャザリングにおける感染症対策とし

て、ワクチンで予防可能な疾患（Vaccine Preventable Diseases: VPD）に対するワクチン

接種を柱に据えています 4)。これに基づき、東京 2020 の選手および関係者に対して、

麻しん風しんや髄膜炎菌をはじめとする各種ワクチンについて、年齢や職種、役割に応

じて啓発、接種の必要性の検討、接種機会の創出等が考慮されるよう要望してきました
5,6)。 

 

③ COVID-19 の流行が国内外で引き続く状況であり、東京 2020 はそのような中で開催さ

れることから、これまでの大会にないレベルでの感染症対策が求められています。

COVID-19 の流行を制御する手段としてワクチンが位置付けられ、現在、世界中で接種

率の向上に向けた取り組みが続けられています。東京 2020 組織委員会・国際オリンピ

ック委員会・国際パラリンピック委員会もまた、選手や大会関係者、およびメディア等

に向けたプレイブックの中で、COVID-19 への対策としてのワクチンの重要性を訴え、

接種を推奨しています 7)。本学会は、国際的マスギャザリングにおける感染症対策、お

よび COVID-19 への対策という観点から、これを支持します。 
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④ 国内的には優先順位に従ったワクチンの接種が加速しつつあるところでありますが、東

京 2020 の日本の選手および関係者は、大会開催前の時点では接種の対象にはならない

と認識されていました。しかしながら、2021 年 5 月 25 日の報道から、寄付によりワク

チン確保の見通しがついたものと理解いたします。 

 

⑤ COVID-19 の流行が始まってからのこの約 1 年半の期間の中では世界的に見ても最大級

の国際的マスギャザリングである東京 2020 において、参加する各国の選手および関係

者の健康を守り、安全を確保するために、まずは日本の選手およびチーム役員、ボラン

ティアやメディアを含む大会関係者への新型コロナワクチンの接種を可能な限り迅速

性をもって進めていくべきと考えます。さらには、「メディアを含めた大会関係者への

ワクチン接種について強く推奨する」との国際オリンピック委員会（International 

Olympic Committee: IOC）から各国の国内オリンピック委員会（National Olympic 

Committee: NOC）に対する要請が実効性を伴って浸透していくことを期待します 1)。 

 

⑥ 新型コロナワクチンについて、海外における膨大な接種実績に加えて、わが国でも医療

関係者を中心とした接種におけるデータの積み重ねにより、安全性に関する知見も深ま

っています。ただし、大会本番を直前に控えた選手にとっては、副反応に対する懸念も

少なくなく、接種自体を忌避する場合もあると思われます。選手および関係者への接種

に際しては、一人一人の心配や不安な気持ちに配慮し、接種後、および接種を選択しな

かった場合のケアも含めて、医学的なデータに基づいた説明やサポートが肝要であるこ

とは言うまでもありません。 

 

⑦ 東京 2020 に向けて、現状では新型コロナワクチンの接種が喫緊の課題となりますが、

②に挙げた各種のワクチンの重要性は普遍的です。東京 2020 以外の場面においても、

今後、新型コロナワクチンおよび各種ワクチンの接種が、個々人の接種歴や罹患歴、そ

の他の要因に応じて検討され、必要に応じてスムーズに進められていくことが必要です。

そのためには、現状の、「新型コロナワクチンは単独で接種し、他の種類のワクチンの

接種とは 14 日以上の間隔を空ける」というルールを、諸外国に倣って撤廃 8)すべきと

考えます。 

 

結論： 日本ワクチン学会は、東京オリンピック・パラリンピック競技大会に参加する日本

選手およびその関係者に対する新型コロナワクチンの接種を慎重かつ迅速に進め

ていくことを、支持します。 

 

以上。 
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